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ゼロ・エネルギー住宅」
時代の幕開け

特集

「	



ゼロ・エネルギー住宅
時
代
の
幕
開
け

特
集

住宅のゼロ・エネルギー化の流れが加速している。
国は「ゼロ・エネルギー住宅」の推進を地球温暖化対策の柱の一つとし、補助事業を開始した。
「省エネ」に加えて、太陽光発電などを利用した「創エネ」、
蓄電池による「蓄エネ」などを組み合わせて、
住宅のエネルギー消費量をゼロにする試みだ。この新しい動きを考察する。

エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
量
が

ゼ
ロ
の
住
宅
と
は
？

　

住
宅
の
ゼ
ロ
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
化
に
向
け
た
補

助
事
業
の
公
募
が
、
５
月
11
日
か
ら
始
ま
っ
た
。

国
土
交
通
省
の
「
住
宅
の
ゼ
ロ
・
エ
ネ
ル
ギ
ー

化
推
進
事
業
」
と
経
済
産
業
省
の
「
ネ
ッ
ト
・

ゼ
ロ
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
ハ
ウ
ス
支
援
事
業
」
の

２
事
業
で
、
共
に
「
ゼ
ロ
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
住
宅
」

の
計
画
を
公
募
、
審
査
の
の
ち
採
択
さ
れ
た
計

画
に
対
し
補
助
金
が
交
付
さ
れ
る
。

 

「
ゼ
ロ
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
住
宅
」
と
は
、
年
間
の
一

次
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
量
が
正
味
（
ネ
ッ
ト
）
で
お

お
む
ね
ゼ
ロ
に
な
る
住
宅
の
こ
と
を
い
う
。
住

宅
の
躯
体
や
設
備
の
省
エ
ネ
性
能
を
向
上
さ
せ

る
こ
と
で
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
を
削
減
し
、
さ

ら
に
太
陽
光
発
電
な
ど
の
活
用
に
よ
る
発
電
で
、

削
減
後
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
を
相
殺
し
て
ゼ
ロ

と
す
る
と
い
う
も
の
だ
。

　

具
体
的
に
は
、
日
射
や
風
な
ど
自
然
の
力
を

取
り
入
れ
た
設
計
、
断
熱
の
強
化
、
躯
体
の
高

性
能
化
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
を
抑
え
る
高
効
率

の
給
湯
設
備
や
空
調
設
備
、
照
明
、
換
気
機
器
、

そ
し
て
太
陽
光
発
電
や
家
庭
用
蓄
電
池
を
組
み

合
わ
せ
る
こ
と
が
必
要
に
な
る
。

家
庭
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
を
抑
え
る

必
要
性

　

住
宅
の
ゼ
ロ
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
化
の
背
景
に

は
、
民
生
部
門（
家
庭
・
業
務
）の
エ
ネ
ル
ギ
ー

消
費
量
の
増
加
が
あ
る
。
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
の

３
割
を
占
め
る
民
生
部
門
、
な
か
で
も
家
庭
部

門
の
消
費
の
伸
び
は
大
き
く
、
２
０
０
９
年
は

１
９
９
０
年
に
比
べ
て
27
％
増
加
し
て
い
る
。

　

日
本
は
１
９
９
７
年
の
京
都
議
定
書
で
、
Ｃ

Ｏ
２
な
ど
の
温
室
効
果
ガ
ス
を
２
０
１
２
年
ま
で

に
６
％
（
基
準
年
の
１
９
９
０
年
比
）
削
減
す

る
こ
と
を
約
束
し
て
い
る
が
、
現
状
は
逆
に
増

加
し
て
い
る
。
そ
こ
で
、
地
球
温
暖
化
対
策
を

推
進
す
る
た
め
に
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
の
伸
び
率

が
大
き
く
、
Ｃ
Ｏ
２
排
出
に
影
響
を
与
え
る
家
庭

部
門
の
省
エ
ネ
対
策
の
強
化
が
課
題
と
な
っ
た
。

　

ま
た
、
昨
年
の
原
発
事
故
以
来
、
電
力
供
給

が
不
安
定
と
な
り
、
住
宅
の
省
エ
ネ
化
や
節
電

の
重
要
性
が
増
し
た
と
い
う
事
情
も
あ
る
。

２
つ
の
補
助
事
業
を
比
較
す
る

　

国
土
交
通
省
と
経
済
産
業
省
に
よ
る
今
回
の

２
つ
の
補
助
事
業
は
、
住
宅
の
ゼ
ロ
・
エ
ネ
ル

ギ
ー
化
促
進
と
い
う
趣
旨
は
同
じ
だ
が
、
補
助

対
象
や
補
助
率
に
違
い
が
あ
る
。

　

国
土
交
通
省
の「
住
宅
の
ゼ
ロ･

エ
ネ
ル
ギ
ー

化
推
進
事
業
」
は
、
ゼ
ロ･

エ
ネ
ル
ギ
ー
住
宅

に
取
り
組
む
中
小
工
務
店
に
対
し
て
行
な
う
補

助
制
度
だ
。
補
助
対
象
は
「
住
宅
の
躯
体
・
設

備
の
省
エ
ネ
性
能
の
向
上
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
活
用
な
ど
に
よ
っ
て
、
年
間
で
の
一
次
エ

ネ
ル
ギ
ー
消
費
量
が
ネ
ッ
ト
で
お
お
む
ね
ゼ
ロ

と
な
る
新
築
及
び
既
築
の
住
宅
」
で
あ
る
。

　

補
助
対
象
と
な
る
費
用
は
、
①「
住
宅
の
省

エ
ネ
化
に
係
る
建
築
構
造
、
建
築
設
備
な
ど

の
整
備
に
要
す
る
費
用
」、
②「
調
査
設
計
計

画
に
要
す
る
費
用
」、
③「
効
果
の
検
証
な
ど

に
要
す
る
費
用
」
で
、
補
助
率
は
、
補
助
対
象

費
用
の
１
／
２
以
内
。
限
度
額
は
一
戸
あ
た
り

１
６
５
万
円
で
あ
る
。
な
お
、
補
助
額
の
算
定

で
は
、「
新
築
の
場
合
に
限
り
、
建
設
工
事
費

の
１
／
10
を
掛
か
り
増
し
費
用
の
１
／
２
と
み

な
す
」
簡
便
な
方
法
で
も
申
請
で
き
る
。
補
助

金
は
、
1
事
業
者
に
つ
い
て
10
戸
ま
で
受
け
ら 

れ
る
。

　

経
済
産
業
省
の
「
ネ
ッ
ト･

ゼ
ロ･

エ
ネ
ル
ギ
ー･

ハ
ウ
ス

支
援
事
業
」
は
建
築
主
ま
た

は
所
有
者
に
向
け
た
補
助
制

度
で
あ
る
。
補
助
対
象
は
、「
高

断
熱
性
能
、
高
性
能
設
備
機

器
と
制
御
機
構
な
ど
を
組
み

合
わ
せ
、
住
宅
の
年
間
の
一
次

エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
量
が
ネ
ッ
ト

で
お
お
む
ね
ゼ
ロ
と
な
る
新
築

お
よ
び
既
築
の
住
宅
」で
あ
る
。

　

補
助
対
象
と
な
る
費
用
は
、

①「
設
備
費
」（
空
調
・
換
気
・

照
明
・
給
湯
機
器
な
ど
の
設
備

機
器
・
機
械
装
置･

建
築
材
料

な
ど
の
購
入
費
用
）
と
②「
工

事
費
」（
①
の
設
備
装
置
と
一
体

不
可
分
の
取
付
工
事
費
用
）で
、

補
助
率
は
、
補
助
対
象
費
用
の

１
／
２
以
内
。
限
度
額
は
一
戸

あ
た
り
３
５
０
万
円
で
あ
る
。

　

ゼ
ロ
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
評
価

方
法
に
つ
い
て
は
、
両
者
と
も

「
ト
ッ
プ
ラ
ン
ナ
ー
基
準
」（
省

エ
ネ
法
で
定
め
る
「
住
宅
事
業

建
築
主
の
判
断
の
基
準
」）
に
準
じ
て
行
な
わ
れ

る
。
住
宅
の
ゼ
ロ
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
化
推
進
事
業

で
は
、
一
次
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
量
が
お
お
む
ね

ゼ
ロ
に
な
る
仕
様
に
適
合
す
る
も
の
、
審
査
委

員
会
で
認
め
ら
れ
た
も
の
も
ゼ
ロ
・
エ
ネ
ル
ギ
ー

住
宅
と
見
な
さ
れ
る
。

流
れ
は

ゼ
ロ
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
化
に
向
か
う

　

住
宅
の
省
エ
ネ
基
準
は
、
１
９
７
９
年
の
「
エ

ネ
ル
ギ
ー
の
使
用
の
合
理
化
に
関
す
る
法
律（
省

エ
ネ
法
）」か
ら
始
ま
る
。
こ
の
法
律
に
基
づ
い
て

１
９
８
０
年
に
「
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
基
準
」（
旧
省
エ

ネ
基
準
）
が
制
定
さ
れ
た
。
そ
の
後
、
１
９
９
２

年
に
「
新
省
エ
ネ
基
準
」
が
、
１
９
９
９
年
に

は
「
次
世
代
省
エ
ネ
基
準
」
が
告
示
さ
れ
、
住

宅
の
省
エ
ネ
対
策
は
進
ん
で
き
た
。

　

し
か
し
、
前
述
の
よ
う
に
、
住
宅
の
省
エ
ネ

化
の
い
っ
そ
う
の
推
進
は
喫
緊
の
課
題
で
あ
る

こ
と
か
ら
、
ゼ
ロ
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
住
宅
の
普
及

が
進
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
ま
た
、
国
は
、

今
後
の
目
指
す
べ
き
姿
と
し
て
、
２
０
２
０
年

ま
で
に
ゼ
ロ
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
住
宅
を
標
準
的
な

新
築
住
宅
と
し
、
２
０
３
０
年
ま
で
に
新
築
住

宅
の
平
均
で
ゼ
ロ
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
住
宅
の
実
現

を
目
指
す
と
し
て
い
る
（
※
）。
さ
ら
に
、
将
来

に
は
、
住
宅
の
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
全
体
の
Ｃ
Ｏ
２

排
出
量
を
マ
イ
ナ
ス
に
す
る
、「
ラ
イ
フ
サ
イ
ク

ル
・
カ
ー
ボ
ン
マ
イ
ナ
ス
住
宅
」（
Ｌ
Ｃ
Ｃ
Ｍ
住

宅
）
の
実
現
に
向
け
て
技
術
開
発
を
推
進
す
る

意
向
だ
。
住
宅
の
ゼ
ロ
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
化
に
向

け
て
の
流
れ
は
今
後
、
確
実
に
加
速
し
て
い
く

も
の
と
思
わ
れ
る
。

ゼ
ロ
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
住
宅
の
普
及
に
追
い
風

住
宅
の
ゼ
ロ
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
化
に
向
け
て
の
新
し
い
補
助
事
業
の
背
景
と
内
容
に
つ
い
て
説
明
す
る
。

ゼロ・エネルギー住宅
（年間の一次エネルギー消費量がおおむねゼロになる住宅）

年
間
の
一
次
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
量

動力他

削減前 削減後 太陽光発電など

創エネ効果

省エネ効果

一般住宅

調理

給湯

冷房

暖房

削減後の一次エネ
ルギー消費量を太陽
光発電などによる
創エネにより相殺

ゼロ・エネルギー住宅ゼロ・エネルギー住宅

住宅のネット･ゼロ・エネルギー化へ向けた補助金制度の概要

住宅のゼロ･エネルギー化推進事業 ネット･ゼロ･エネルギー･ハウス支援事業

申請者の
資格

中小工務店
（年間の新築住宅供給戸数が５０戸未満の事業者） 

住宅の建築主･所有者
（建売住宅、賃貸住宅、集合住宅は対象外） 

事業管轄 国土交通省 経済産業省 

採択件数（予定） 約1400件 約600件 

趣旨（目的） 中小工務店の取組促進 先導的省エネ設備などの導入補助 

補助率と
補助金額

補助対象費用の１/２以内とする 
上限は165万円 

補助対象費用の１/２以内とする 
上限は350万円

補助対象
となる費用

調査設計計画に要する費用 
特に必要があるものとして審査委員会により認めら
れた場合に限る

住宅の省エネ化に係る建築構造、建築設備
などの整備に要する費用
ゼロ・エネルギー住宅とするための掛かり増し費用
相当額とする

効果の検証などに要する費用
特に必要があるものとして審査委員会により認めら
れた場合に限る

設備費 
補助事業の実施に必要な空調・換気・給湯・照明
機器などの設備機器・機械装置・建築材料などの
購入費用（太陽光発電、燃料電池、リチウムイオン
電池、エネルギー計測装置は補助対象外）

工事費 
上記設備機器・機械装置・建築材料等の取付費用
（一部補助対象外となる場合あり。設備設置と一体
不可分の工事に限る）

事業の要件 年間の一次エネルギー消費量が正味（ネット）
でおおむねゼロとなる住宅であること

住宅の省エネ基準（1999年基準）に適合する
断熱性能を有するものであること

2012年度中に着工するものであること

住宅の年間の一次エネルギー消費量が正味
（ネット）でゼロであること

一定の断熱性能などを有すること

太陽光発電システムを導入すること

（社）環境共創イニシアチブ（ＳＩＩ）が「先進省エネル
ギーシステム｣と認めるシステムを導入すること

｢エネルギー使用量」と「創エネルギー量」を計測、
蓄積、表示が可能な計測装置を導入すること

事業期間 公募期間 2012年５月11日～６月22日
採択決定 2012年７月末
事業着手 交付決定日以降～2012年度末
事業完了 2014年1月末まで

公募期間 2012年５月11日～６月22日
予約者決定 2012年７月末
事業期間 新築：予約者決定通知日以降の契約・着工～

2013年1月15日までに完了すること　
既築：予約者決定通知日以降の契約・着工～
2012年11月15日までに完了すること

①

②

①

②

③

住宅のネット･ゼロ・エネルギー化へ向けた補助金制度の概要

住宅のゼロ･エネルギー化推進事業 ネット･ゼロ･エネルギー･ハウス支援事業

申請者の
資格

中小工務店
（年間の新築住宅供給戸数が５０戸未満の事業者） 

住宅の建築主･所有者
（建売住宅、賃貸住宅、集合住宅は対象外） 

事業管轄 国土交通省 経済産業省 

採択件数（予定） 約1400件 約600件 

趣旨（目的） 中小工務店の取組促進 先導的省エネ設備などの導入補助 

補助率と
補助金額

補助対象費用の１/２以内とする 
上限は165万円 

補助対象費用の１/２以内とする 
上限は350万円

補助対象
となる費用

調査設計計画に要する費用 
特に必要があるものとして審査委員会により認めら
れた場合に限る

住宅の省エネ化に係る建築構造、建築設備
などの整備に要する費用
ゼロ・エネルギー住宅とするための掛かり増し費用
相当額とする

効果の検証などに要する費用
特に必要があるものとして審査委員会により認めら
れた場合に限る

設備費 
補助事業の実施に必要な空調・換気・給湯・照明
機器などの設備機器・機械装置・建築材料などの
購入費用（太陽光発電、燃料電池、リチウムイオン
電池、エネルギー計測装置は補助対象外）

工事費 
上記設備機器・機械装置・建築材料等の取付費用
（一部補助対象外となる場合あり。設備設置と一体
不可分の工事に限る）

事業の要件 年間の一次エネルギー消費量が正味（ネット）
でおおむねゼロとなる住宅であること

住宅の省エネ基準（1999年基準）に適合する
断熱性能を有するものであること

2012年度中に着工するものであること

住宅の年間の一次エネルギー消費量が正味
（ネット）でゼロであること

一定の断熱性能などを有すること

太陽光発電システムを導入すること

（社）環境共創イニシアチブ（ＳＩＩ）が「先進省エネル
ギーシステム｣と認めるシステムを導入すること

｢エネルギー使用量」と「創エネルギー量」を計測、
蓄積、表示が可能な計測装置を導入すること

事業期間 公募期間 2012年５月11日～６月22日
採択決定 2012年７月末
事業着手 交付決定日以降～2012年度末
事業完了 2014年1月末まで

公募期間 2012年５月11日～６月22日
予約者決定 2012年７月末
事業期間 新築：予約者決定通知日以降の契約・着工～

2013年1月15日までに完了すること　
既築：予約者決定通知日以降の契約・着工～
2012年11月15日までに完了すること

①

②

①

②

③

●	

ネ
ッ
ト・ゼ
ロ・エ
ネ
ル
ギ
ー・

	

ハ
ウ
ス
支
援
事
業

●	

住
宅
の
ゼ
ロ
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
化
推
進
事
業

O OEnergy

＊国からの他の補助金の重複受給はできない　＊詳細は、「ゼロ･エネルギー化推進室」http://www.zero-ene.jp/ をご覧ください。

※建材マンスリー2012年 5月号「今月のニュース」参照 June 2012 23 June 2012



  　

住
宅
の
ゼ
ロ
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
化
で
は
、
住
宅

の
設
計
そ
の
も
の
を
工
夫
す
る
こ
と
に
よ
り
、

大
き
な
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
効
果
を
得
る
こ
と
が
で

き
る
。
ポ
イ
ン
ト
と
な
る
の
が
、
次
の
4
点
で

あ
る
。

●
日
射
熱
の
遮
蔽

　

夏
は
、
室
内
に
入
り
込
む
日
射
を
遮
り
、
室

内
を
涼
し
く
保
つ
こ
と
で
、
冷
房
エ
ネ
ル
ギ
ー

を
15
～
45
％
程
度
削
減
で
き
る
。
日
射
し
を
遮

る
効
果
の
あ
る
ガ
ラ
ス
を
使
用
し
、
ブ
ラ
イ
ン

ド
や
ひ
さ
し
な
ど
を
設
置
し
て
日
射
を
遮
蔽
す

る
。
ま
た
、
内
断
熱
の
場
合
は
、
屋
根
直
下
の

小
屋
裏
に
換
気
口
を
設
け
自
然
換
気
を
行
な

う
。
屋
根
や
外
壁
に
通
気
層
を
設
け
た
り
、
遮

熱
性
の
高
い
部
材
を
使
用
す
る
の
も
効
果
的
。

照
り
返
し
に
対
し
て
は
、
庭
木
を
利
用
し
て
日

射
を
遮
蔽
す
る
。

●
日
射
熱
の
取
得

　

冬
は
、
窓
な
ど
か
ら
太
陽
の
日
射
熱
を
取
り

込
み
、
住
宅
に
蓄
熱
し
て
夜
間
に
利
用
す
る
こ

と
で
、
暖
房
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
５
～
40
％
程
度
削

減
で
き
る
。
効
果
的
な
日
射
熱
の
利
用
の
た
め

に
は
、
南
面
に
大
き
な
窓
を
設
け
、
温
か
さ
を

逃
が
さ
な
い
よ
う
窓
の
断
熱
・
気
密
性
を
高
め

る
。
ま
た
、
床
・
壁
・
天
井
な
ど
に
蓄
熱
効
果

の
あ
る
材
料
を
使
用
す
る
。

●
自
然
風
の
利
用

　

夏
の
夜
間
や
春
・
秋
の
中
間
期
に
、
外
気
を

取
り
入
れ
、
室
内
を
涼
し
く
保
つ
こ
と
で
、
冷

房
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
10
～
30
％
程
度
削
減
で
き
る
。

自
然
風
を
直
接
取
り
込
む
窓
や
、
風
を
呼
び
込

む
袖
壁
や
出
窓
な
ど
を
設
置
し
、
さ
ら
に
風
の

出
口
も
確
保
す
る
。
天
窓
や
天
井
近
く
に
設
け

ら
れ
る
頂
側
窓
か
ら
、
通
風
を
確
保
す
る
手
法

も
あ
る
。
高
い
場
所
に
設
置
さ
れ
た
排
気
用
窓

か
ら
は
、
外
気
温
が
低
下
し
て
室
内
と
の
温
度

差
が
生
じ
る
と
、
温
め
ら
れ
た
室
内
の
空
気
が

外
へ
排
出
さ
れ
る
。
ま
た
、
引
き
戸
や
欄
間
な

ど
で
住
宅
内
の
風
の
通
り
道
を
確
保
す
る
。

●
地
中
熱
の
利
用

　

地
中
は
年
間
を
通
じ
て
温
度
が
一
定
で
あ
る

た
め
、
冬
は
地
上
よ
り
温
か
く
夏
は
冷
た
い
。

こ
の
温
度
差
に
着
目
し
て
、
効
率
的
に
熱
エ
ネ

ル
ギ
ー
を
利
用
す
る
。
床
が
直
接
地
面
と
接
す

る
土
間
床
工
法
で
は
、
地
中
熱
が
熱
伝
導
で
伝

わ
り
、
夏
は
涼
し
く
感
じ
、
冬
は
暖
か
く
な
る
。

地
中
熱
ヒ
ー
ト
ポ
ン
プ
を
利
用
し
た
冷
暖
房
シ

ス
テ
ム
で
は
、
夏
の
冷
房
で
は
地
上
よ
り
温
度

の
低
い
地
中
に
放
熱
し
、
冬
の
暖
房
で
は
温
度

の
高
い
地
中
か
ら
採
熱
す
る
。

ゼ
ロ・エ
ネ
ル
ギ
ー
住
宅
の

基
礎
知
識

ゼ
ロ
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
住
宅
の
押
さ
え
て
お
き
た
い

基
礎
的
ポ
イ
ン
ト
を
解
説
。

❶
設
計	

❸
蓄
電
池	

❹
発
電	

❷
断
熱
化
／
気
密
化	

　

既
に
省
エ
ネ
基
準
で
も
規
定
さ
れ
て
い
る
断

熱
化
／
気
密
化
は
、
住
宅
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
利
用

効
率
化
の
基
本
中
の
基
本
で
あ
る
。

●
高
断
熱
化

　

断
熱
は
屋
根
、
外
壁
、
床
、
窓
な
ど
の
開
口

部
に
求
め
ら
れ
る
が
、
次
世
代
省
エ
ネ
基
準
で

は
、
窓
の
断
熱
が
特
に
強
化
さ
れ
て
い
る
。
窓

を
複
層
ガ
ラ
ス
や
断
熱
サ
ッ
シ
な
ど
に
す
る
こ

と
で
、
断
熱
性
能
が
大
幅
に
改
善
す
る
。
国
が

進
め
る
「
低
炭
素
住
宅
」
の
戸
建
て
住
宅
の
イ

メ
ー
ジ
で
は
、
天
井
に
は
18
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、

外
壁
と
床
に
は
10
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
の
断
熱
材

を
入
れ
、
窓
は
複
層
ガ
ラ
ス
、
可
能
な
ら
断
熱

サ
ッ
シ
、
壁
に
は
連
続
す
る
防
湿
気
密
層
を
設

置
す
る
な
ど
の
条
件
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
次

世
代
断
熱
技
術
と
し
て
、
マ
ル
チ
セ
ラ
ミ
ッ
ク

ス
膜
新
断
熱
材
料
の
開
発
も
進
め
ら
れ
て
い
る
。

●
高
気
密
化

　

住
宅
の
気
密
性
を
高
め
る
こ
と
も
省
エ
ネ
に

つ
な
が
る
。
壁
や
天
井
、
床
な
ど
で
、
部
材
と

部
材
の
間
に
生
じ
る
隙
間
を
で
き
る
だ
け
な
く

す
こ
と
に
よ
り
、
気
密
性
を
高
め
る
。
な
お
、

建
物
の
す
き
間
の
大
き
さ
を
表
す
Ｃ
値
に
つ
い

て
は
、
２
０
０
９
年
の
改
正
省
エ
ネ
法
で
は
具

体
的
な
基
準
は
な
く
な
り
「
気
密
性
の
確
保
」

と
い
う
表
現
に
改
め
ら
れ
た
。
計
画
換
気
に
つ

▶住宅用太陽光発電システム
サンビスタ （シャープ）

▶断熱サッシ
マディオＪ （三協立山）

▶蓄電池
リチウムイオン蓄電池搭載
家庭用蓄電システム （ＮＥＣ）
　独自開発のリチウムイオン蓄電池と、
蓄電池の電力を変換するパワーコン
ディショナ、それらを制御するシステム
コントローラで構成された家庭用蓄電
システム。夜間電力を貯めるだけでな
く、系統電力や太陽光発電との効率的
な連携が可能。また、エネルギークラ
ウドを介してエネルギー活用のデータ
を収集・管理し、蓄電システムの状況
の把握や遠隔メンテナンスを行なう。

　長年、太陽光発電に取り組んできた技術の
蓄積で、より多くの発電量を実現。形状の異
なる数種類のモジュールの組み合わせで、さ
まざまな形状の屋根に設置が可能。機器はす
べて10年間保証。

　アルミと樹脂の複合構造の高
性能断熱サッシ。断熱枠は、室
内外を断熱樹脂で分離し、屋外
の熱を室内側へ伝えにくくして
いる。断熱障子は室内側に樹脂
を使用し、上下の框内に12mm
の空気層を設けた複層ガラス。
窓から伝わる外冷気をカットし、
ガラス面の結露を軽減する。イン
テリア性にも優れている。次世
代省エネ基準に対応。

　

停
電
時
の
非
常
用
電
源
と
し
て
関
心
が
高

ま
っ
て
い
る
蓄
電
池
だ
が
、
消
費
電
力
の
ピ
ー

ク
シ
フ
ト
を
実
現
す
る
本
格
的
な
家
庭
用
蓄
電

池
の
普
及
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。

●
定
置
型
蓄
電
池　

　

定
置
型
蓄
電
池
は
電
力
需
要
が
低
い
夜
間
に

深
夜
電
力
を
充
電
し
、
昼
間
は
蓄
え
た
電
力
を

使
う
こ
と
で
、
電
力
の
ピ
ー
ク
抑
制
に
貢
献
す

る
。停
電
時
は
非
常
用
電
源
と
し
て
利
用
す
る
。

最
近
は
、
太
陽
光
発
電
や
Ｈ
Ｅ
Ｍ
Ｓ
と
連
携
さ

せ
、
太
陽
光
発
電
の
余
剰
電
力
を
蓄
電
池
に
充

電
し
夜
間
に
利
用
す
る
シ
ス
テ
ム
も
登
場
し
て

い
る
。
住
宅
用
で
は
リ
チ
ウ
ム
イ
オ
ン
蓄
電
池

　

補
助
金
や
電
力
買
取
制
度
な
ど
で
身
近
に

な
っ
て
き
た
太
陽
光
発
電
の
ほ
か
に
も
、
住
宅

用
の
発
電
シ
ス
テ
ム
は
い
ろ
い
ろ
あ
る
。

●
太
陽
光
発
電

　

太
陽
の
光
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
電
気
に
変
え
る

「
太
陽
電
池
」
に
よ
る
発
電
。
住
宅
用
の
シ
ス

テ
ム
は
、
太
陽
電
池
と
接
続
箱
、
パ
ワ
ー
コ
ン

デ
ィ
シ
ョ
ナ
、分
電
盤
な
ど
か
ら
な
る
。
パ
ワ
ー

コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ナ
は
発
電
し
た
直
流
電
力
を
交

流
電
力
に
変
換
す
る
装
置
。
発
電
量
が
消
費
電

力
を
上
回
っ
た
場
合
は
売
電
で
き
、
足
り
な
い

時
や
夜
間
は
、
電
力
会
社
か
ら
電
気
を
買
う
。

売
電
・
買
電
の
や
り
と
り
は
自
動
的
に
行
な

わ
れ
る
。
太
陽
光
発
電
の
４
ｋ
Ｗ
シ
ス
テ
ム
な

ら
、
家
庭
で
使
う
電
気
の
70
％
程
度
ま
か
な
え

る
計
算
（
太
陽
光
発
電
協
会
試
算
）。
設
置
に

は
、
国
の
「
住
宅
用
太
陽
光
発
電
導
入
支
援
補

助
金
」
交
付
制
度
の
ほ
か
、
各
地
方
公
共
団
体

の
補
助
金
制
度
が
あ
る
。

●
定
置
型
燃
料
電
池

　

家
庭
用
は
「
家
庭
用
燃
料
電
池
コ
ー
ジ
ェ
ネ

レ
ー
シ
ョ
ン
シ
ス
テ
ム
」で
、通
称「
エ
ネ
フ
ァ
ー

ム
」。
天
然
ガ
ス
や
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
、
灯
油
か
ら
水

素
を
取
り
出
し
、
空
気
中
の
酸
素
と
反
応
さ
せ

て
発
電
す
る
。
発
電
の
際
に
出
る
熱
は
熱
交
換

に
よ
り
回
収
さ
れ
、
給
湯
に
利
用
さ
れ
る
。
エ

ネ
ル
ギ
ー
効
率
が
非
常
に
高
い
。

●
風
力
発
電

　

風
の
力
で
発
電
機
を
回
し
電
気
を
発
生
さ

せ
、
バ
ッ
テ
リ
ー
に
貯
め
て
家
庭
用
電
源
と
し

て
使
う
。
風
の
弱
い
地
域
で
は
、
太
陽
光
発
電

と
の
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
シ
ス
テ
ム
が
実
用
的
。

の
利
用
が
始
ま
っ
て
い
る
。

●
電
気
自
動
車
の
蓄
電
池
と
し
て
の
活
用

　

電
気
自
動
車
は
大
容
量
の
蓄
電
池
を
搭
載

し
て
い
る
。
こ
の
蓄
電
池
か
ら
の
住
宅
へ
の
給

電
に
自
動
車
各
メ
ー
カ
ー
が
取
り
組
ん
で
い

る
。
急
速
充
電
口
か
ら
電
力
を
取
り
出
す
電
力

変
換
装
置
が
こ
の
春
か
ら
発
売
さ
れ
て
お
り
、

電
気
自
動
車
を
蓄
電
シ
ス
テ
ム
と
し
て
利
用
す

る
こ
と
で
、
非
常
用
電
源
利
用
や
電
力
の
ピ
ー

ク
シ
フ
ト
な
ど
が
可
能
に
な
る
。

断熱サッシ断面図
（	赤色の断熱樹脂は
	 実際は黒色）

蓄電システム本体

太陽電池モジュール
とカラー電力モニタ

ゼロ・エネルギー住宅のイメージ
（年間の一次エネルギー消費量がおおむねゼロになる住宅）

❷躯体の高断熱化 /高気密化

❹太陽光発電
❺太陽熱温水器

　高性能グラスウールの断熱材。一般のグラス
ウールに比べ繊維径が細く、本数が多いので、
断熱性能がさらに向上している。また、高性能
の防湿ポリエチレンフィルムを付けることで、高

い防湿性能をもつ。フィルム
耳幅が広く、施工性に優れ
る。防湿フィルムの重ね幅
にも対応。グラスウール部
分は撥水処理を施している。
次世代省エネ基準に対応。

▶壁・屋根の断熱材
アクリアネクスト（旭ファイバーグラス）

断熱材アクリアネクスト

❺高効率給湯設備

❻HEMS
❸蓄電池

❶	冬季の日射取得 /夏季の日射遮蔽 /地中熱の利用
	 通風・換気による春・秋など中間期の暖冷房負荷の低減

❼高効率空調設備

　次世代省エネ基準では、断熱性の目
安が、「熱損失係数（Ｑ値）」として示さ
れる。
　地域によって気候条件が異なるため、
地域ごとに基準値が決められている。
　Ｑ値は熱の逃げにくさを表し、Ｑ値が
小さいほど断熱性能が高い（外壁、屋根、
床、窓や換気によって建物から逃げる
熱量を延べ床面積で割った数値）。

Ｑ値

O OEnergy

い
て
も
「
１
時
間
に
０・
５
回
以
上
」
と
い
う

項
目
は
削
除
さ
れ
、「
換
気
量
の
確
保
」
と
さ

れ
て
い
る
。

＊Ｐ４〜６で紹介する商品は、Ｐ２〜３の補助金を受けるための必須条件ではありません。 June 2012 45 June 2012



　家庭内の消費電力の「量」と「料金」
の「見える化」を通じて、省エネを促進
するシステム。クラウド側で変動する電
気料金体系を管理するため、ＨＥＭＳ
の管理画面で料金も表示できるのが特
徴。使用する電力量は、部屋ごと、家
電ごとに算出し、年別、月別、日別の
実績比較でエネルギー消費量が詳細
にわかる。情報はインターネットでどこ 
からでもアクセスできる。

　

太
陽
熱
や
空
気
の
熱
、
排
熱
・
潜
熱
な
ど
を

利
用
し
た
高
効
率
給
湯
は
、
ゼ
ロ・エ
ネ
ル
ギ
ー

住
宅
に
必
須
の
設
備
だ
。

●
太
陽
熱
温
水
器

　

屋
根
の
上
に
設
置
し
た
集
熱
器
で
太
陽
の
熱

を
集
め
て
水
を
温
め
、
給
湯
す
る
蓄
熱
式
の
給

湯
器
。
集
熱
器
と
貯
湯
タ
ン
ク
が
一
体
と
な
っ

た
自
然
循
環
式
太
陽
熱
温
水
器
と
、
分
離
し
た

強
制
循
環
式
ソ
ー
ラ
ー
シ
ス
テ
ム
が
あ
る
。
エ

ネ
ル
ギ
ー
変
換
効
率
が
高
く
、
導
入
費
用
も
安

い
の
で
、
再
び
脚
光
を
浴
び
て
い
る
。
国
の
補

助
事
業
は
２
０
０
５
年
に
終
了
し
た
が
、
東
京

都
な
ど
、
補
助
制
度
を
実
施
し
て
い
る
地
方
公

共
団
体
は
多
い
。

●
高
効
率
給
湯
設
備

　

給
湯
の
高
効
率
な
設
備
に
は
、
次
の
シ
ス
テ

ム
が
あ
る
。「
エ
コ
キ
ュ
ー
ト
」
は
、
ヒ
ー
ト
ポ

ン
プ
技
術
に
よ
る
空
気
中
の
熱
利
用
と
、
夜
間

の
割
安
な
深
夜
電
力
を
活
用
し
た
、
自
然
冷
媒

ヒ
ー
ト
ポ
ン
プ
式
電
気
給
湯
器
。
ガ
ス
を
用
い

た
「
エ
コ
ジ
ョ
ー
ズ
」
と
灯
油
を
燃
料
に
し
た

「
エ
コ
フ
ィ
ー
ル
」
は
、
今
ま
で
捨
て
て
い
た
排

熱
・
潜
熱
を
利
用
し
た
潜
熱
回
収
型
給
湯
器
。

「
エ
コ
ウ
ィ
ル
」
は
、
ガ
ス
を
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
と

し
て
発
電
し
、
そ
こ
で
発
生
す
る
熱
を
利
用
し

て
給
湯
す
る
ガ
ス
発
電
・
給
湯
暖
房
シ
ス
テ
ム
。

「
エ
ネ
フ
ァ
ー
ム
」
は
、
水
素
と
空
気
中
の
酸

素
と
を
反
応
さ
せ
て
発
電
し
、
発
電
時
の
排
熱

を
利
用
し
て
給
湯
す
る
。

❺
給
湯 

❻
Ｈ
Ｅ
Ｍ
Ｓ 

❼
設
備 

●
ホ
ー
ム
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
・

　
シ
ス
テ
ム
（H

om
e Energy M

anagem
ent System

）

　

家
庭
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
管
理
を
サ
ポ
ー
ト
す
る

　

住
宅
設
備
各
種
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
効
率
向
上

も
、
住
宅
の
ゼ
ロ
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
化
に
は
欠
か

せ
な
い
。

●
高
効
率
空
調
設
備

　

家
庭
用
エ
ア
コ
ン
は
ト
ッ
プ
ラ
ン
ナ
ー
方
式

に
よ
る
省
エ
ネ
化
が
進
み
、
以
前
よ
り
も
消
費

電
力
が
少
な
く
な
っ
て
い
る
。
さ
ら
な
る
効
率

化
を
求
め
て
、
割
安
な
深
夜
電
力
を
利
用
す
る

ヒ
ー
ト
ポ
ン
プ
式
基
礎
蓄
熱
暖
房
・
冷
房
シ
ス

テ
ム
な
ど
も
登
場
し
て
い
る
。
ま
た
、
ガ
ス
を

使
用
し
た
高
効
率
空
調
シ
ス
テ
ム
と
し
て
、
ガ

ス
ヒ
ー
ト
ポ
ン
プ
エ
ア
コ
ン（
Ｇ
Ｈ
Ｐ
）な
ど
が
、

Ｃ
Ｏ
２
排
出
量
と
消
費
電
力
が
少
な
い
こ
と
か

ら
奨
励
さ
れ
て
い
る
。

●
熱
交
換
型
換
気
シ
ス
テ
ム

　

天
井
に
取
り
付
け
た
熱
交
換
型
換
気
ユ
ニ
ッ

ト
で
、
新
鮮
な
空
気
を
室
内
の
温
度
・
湿
度
に

近
づ
け
て
給
気
し
、
同
時
に
室
内
の
汚
れ
た
空

気
を
熱
交
換
し
て
屋
外
へ
排
出
す
る
。
熱
損

失
が
少
な
く
、
冷
暖
房
の
コ
ス
ト
低
減
に
つ
な 

が
る
。

●
高
効
率
照
明

　

Ｌ
Ｅ
Ｄ
照
明
は
、
発
光
効
率
が
蛍
光
灯
と
同

程
度
で
消
費
電
力
が
少
な
く
て
す
む
上
に
、
長

寿
命
な
こ
と
か
ら
、
白
熱
電
球
や
蛍
光
灯
か
ら

移
行
が
進
み
つ
つ
あ
る
。
次
世
代
照
明
と
し
て

は
、
現
在
の
蛍
光
灯
を
大
幅
に
上
回
る
発
光
効

率
を
も
つ
、
高
効
率
Ｌ
Ｅ
Ｄ
照
明
、
有
機
Ｅ
Ｌ

照
明
な
ど
の
、
熱
損
失
が
大
幅
に
少
な
く
熱
が

ほ
と
ん
ど
出
な
い
照
明
器
具
の
技
術
研
究
・
開

発
が
さ
れ
て
い
る
。

●
太
陽
熱
発
電

　

太
陽
熱
を
熱
源
と
す
る
発
電
方
法
。
鏡
を
利

用
し
太
陽
光
を
集
め
、
そ
の
熱
で
蒸
気
を
発
生

さ
せ
て
タ
ー
ビ
ン
を
回
す
。
エ
ネ
ル
ギ
ー
変
換

率
も
高
い
た
め
、
次
世
代
発
電
シ
ス
テ
ム
と
し

て
注
目
を
集
め
て
い
る
が
、
広
大
な
敷
地
が
必

要
な
の
が
デ
メ
リ
ッ
ト
。
一
般
家
庭
に
設
置
で

き
る
小
型
の
太
陽
熱
発
電
シ
ス
テ
ム
の
研
究
も

あ
る
。
そ
の
一
例
と
し
て
は
、
太
陽
熱
で
代
替

フ
ロ
ン
を
加
熱
し
、
細
い
ノ
ズ
ル
か
ら
ガ
ス
を

超
高
速
で
噴
射
さ
せ
て
小
型
タ
ー
ビ
ン
を
回
転

さ
せ
、
発
電
す
る
も
の
が
あ
る
。

シ
ス
テ
ム
。
提
供
す
る
サ
ー
ビ
ス
は
、
住
宅
内

の
家
電
機
器
や
給
湯
機
器
な
ど
を
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
で
接
続
し
、
稼
動
状
況
や
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費

状
況
を
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
し
て
監
視
す
る
「
表
示

系
」
と
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
機
器
の
遠
隔
操
作

や
自
動
制
御
な
ど
を
行
な
う
「
制
御
系
」
に
分

け
ら
れ
る
。
家
庭
の
消
費
電
力
を「
見
え
る
化
」

す
る
の
が
表
示
系
で
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
使
用
量
を

自
動
的
に
最
適
化
す
る
の
が
制
御
系
だ
。
普
及

へ
向
け
て
、
Ｈ
Ｅ
Ｍ
Ｓ
の
規
格
統
一
も
進
み
つ

つ
あ
る
。

▶ＨＥＭＳ
クラウド型ＨＥＭＳ （ＮＥＣ）

　薄膜系太陽電池で最も
変換効率が高いCIS 太陽
電池を採用。どのような屋
根にもマッチする黒色の素
子が特徴。モジュールは20
年、周辺機器は10年保証。

▶住宅用太陽光発電システム
ソーラーフロンティア

（ソーラーフロンティア）

太陽電池モジュールを
設置した住宅

「見える化」の表示画面
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ここでちょっと一息

欧州経済危機のさなかの4月中旬、毎年恒例のミラノサローネ
取材に行ってきました。見本市主催者の資料では2011年上期、 
イタリアキッチンの総輸出額は昨年比1.7%アップ。特にロシア圏
が21%伸びて第２の輸出先となるなど、厳しい環境下で健闘。
キッチン見本市への出展社数も166社と2年前の144社を上回っ
ていました。バス見本市（177社）には日本のTOTOも前回に続
いて出展し、世界市場への浸透を着々と図っています。一方、有名
キッチン・家具ブランドは、見本市会場ではなく自社ショールー
ムなど街中イベント（Fuori Salone）で新商品を見せる傾向に 
あり、ミラノ市内各所を取材に飛び回らなければなりません。

今年のトレンドで新鮮だったのはメタル素材。“燻した銅”“純
銀”“ブラシ加工のアルミ”“ストーンウォッシュ仕上げのスチール” 
など多彩な加工技術による表情豊かなメタルが、キッチンや 
家具に採用されていました。また、木素材で今年目立ったのは 
ブラウン・オークやマホガニー、ウォールナットといったダーク系
の色調。2年前はホワイト・パステル系のアンティーク調が印象
深かったのですが、今年は木が濃く、強く主張されていました。 
また木目の上から横にスジを付けたラフ加工の面材や、寄せ木細
工などイタリアの伝統工芸をキッチンに採り入れる動きなども興
味深く、木素材は色・加工で存在感がありました。

色彩的なトレンドは家具の展示に見られ、オレンジが今年は 
ポイントカラーとして使われていました。メーカーに聞くと「そう
オレンジ、元気な色が今は必要！」との答。低迷する経済を何とか
したいという思いの表われでしょうか。グレーやダーク・ブラウン
とも良くマッチするオレンジは、街中のショールームの展示でも 
多く見かけられました。

❺メタル素材を手がけるDECASTELLI社に様 な々色・加工のメタル見本が 
あった  ❻エルメスのアルミ製パーテーション・システム「MODULE H」をデザ 
インしたのは建築家の坂茂。壁に装着し、その上にファブリックボードを飾る

❶ファッションブランドのディーゼルはSCAVOLINI社からキッチンを展開、煙突
風の換気扇や棚がヴィンテージ加工のスチール製で印象的  ❷ VALCUCINA
社はノックダウン式スチール構造でリユース・リサイクルをアピール。キッチン 
使用後回収の保証システムを発表  ❸ RIVA1920社の木製キッチンでも 
ブラックスチールの椅子が新鮮  ❹ミニマル・デザインのminotticucine
社はアウトドアキッチンを銅製で発表、両端が可動式。閉じれば銅の塊！

❾Patricia Urquiolaが新作
「M.a.s.s.a.s. Sofa」に座って
（MOROSO社） ❿安藤忠雄も
Carl Hansen&Son社の椅子と 
VENINI社の照明（安藤氏の背
後）をデザイン。合同発表会にて

❼ Poltrona Frau社が100周
年記念のコンペを実施、採用 
された Benjamin Hubertの
作品「Juliet」 ❽vitra社のオ 
レンジを効かせたコーディネート

藤井繁子

ミラノサローネ2012 レポート
――［Milan Design Week］国際キッチン見本市ほか ――

『月刊 HOUSING』元編集長、
現在リクルート住宅総研主任研
究員や神奈川県総合計画審議
会委員も務める住生活ジャーナ
リスト。ブログ「Vivien 研究員
の住宅業界 REPORT」更新中！

今年はキッチン・バス見本市の開催年

“メタル”素材と“ダーク・ブラウン”の木

ポイントカラーにはオレンジが

❶

❸

❺

❼ ❽ ❾ ❿

❷

❹

❻

29vol.
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静岡県浜松市西区桜台1−2−1■ 本　社

1957年 ■ 創　業

7366万円■ 資本金

44億 7700万円（2012年 3月期）■ 売上高

740名■ 従業員

惣菜類・米飯類の製造および販売、レストラン経営、
介護施設での食事事業

■ 事業内容

常務取締役

株式会社 知久

知久 武 氏

（＊１）	有機農産物：農薬、化学肥料を使わないで３年以上経過した土地
で生産される、無農薬無化学肥料の農産物

（＊２）	特別栽培農産物：無農薬、無化学肥料、減農薬、減化学肥料など、
農薬や化学肥料を減らして生産される農作物 

　

浜
松
市
郊
外
、
知
久
本
社
工
場
近
く
に
あ
る

知
久
屋
桜
台
店
は
、
祝
日
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
昼

前
か
ら
惣
菜
や
弁
当
を
買
い
求
め
る
客
で
に
ぎ

わ
っ
て
い
た
。
イ
ワ
シ
の
煮
付
け
や
筑
前
煮
、
生

野
菜
サ
ラ
ダ
な
ど
を
思
い
思
い
に
手
に
取
る
。
持

ち
帰
り
の
ほ
か
、
イ
ー
ト
イ
ン
ス
ペ
ー
ス
で
食
事

を
楽
し
む
こ
と
も
で
き
る
。
店
が
こ
ん
な
に
混

み
合
う
わ
け
は
、
知
久
屋
の
惣
菜
が
食
の
安
全
・

安
心
と
食
材
の
う
ま
さ
に
こ
だ
わ
っ
て
い
る
こ
と

を
、
客
が
知
っ
て
い
る
か
ら
だ
。

 

「
私
ど
も
は
浜
松
市
を
中
心
に
、
惣
菜
・
食
品
店

『
知
久
屋
』
を
現
在
、
51
店
舗
展
開
し
て
い
ま
す
。

も
と
も
と
は
父
が
始
め
た
食
料
品
店
で
し
た
が
、

１
９
７
７
年
に
惣
菜
店
に
業
態
を
が
ら
り
と
変
え

ま
し
た
。
二
人
の
兄
が
社
長
と
専
務
、
私
が
常
務

と
な
り
、
三
人
兄
弟
で
新
し
い
船
出
を
し
た
わ
け

で
す
。
と
い
う
の
も
、
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
が

近
く
に
で
き
始
め
、
何
か
手
を
打
た
な
い
と
立
ち

ゆ
か
な
い
状
態
に
な
っ
た
か
ら
で
す
。
そ
こ
で
、

当
時
は
ま
だ
珍
し
か
っ
た
惣
菜
の
専
門
店
を
始
め

た
の
で
す
」

　

当
時
か
ら
、
調
味
料
は
す
べ
て
天
然
素
材
、
化

学
調
味
料
や
合
成
着
色
料
、
保
存
料
な
ど
の
添

加
物
を
一
切
使
わ
な
い
健
康
重
視
の
惣
菜
だ
っ
た
。

 

「
正
直
に
申
し
ま
す
と
、
素
人
が
始
め
た
の
で
、

食
品
添
加
物
の
使
い
方
を
知
ら
な
か
っ
た
ん
で

す
。
で
も
〝
添
加
物
が
入
ら
な
い
食
べ
物
っ
て
美

味
し
い
ね
〟
と
、
私
た
ち
も
お
客
さ
ん
た
ち
も
だ

ん
だ
ん
気
付
い
て
き
た
。
世
の
中
の
健
康
志
向
が

進
ん
で
き
た
こ
と
も
あ
り
、
そ
れ
な
ら
徹
底
し
て

や
ろ
う
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

野
菜
を
無
農
薬
、
減
農
薬
に
変
え
よ
う
と
決

め
た
の
は
、
15
年
ほ
ど
前
か
ら
で
す
。
食
べ
物
と

健
康
に
関
す
る
講
演
会
に
行
っ
た
り
勉
強
会
を
開

い
た
り
し
て
、
健
康
を
考
え
た
惣
菜
づ
く
り
に
は

何
が
必
要
か
を
模
索
し
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
な

に
よ
り
安
全
で
安
心
な
食
材
を
使
用
す
る
こ
と
が

大
切
だ
と
、
材
料
と
な
る
野
菜
の
85
％
以
上
を
有

機（
＊
１
）や
特
別
栽
培（
＊
２
）の
も
の
に
切
り
替
え

ま
し
た
」

　

し
か
し
、
食
材
を
す
べ
て
有
機
野
菜
に
す
る
こ

と
は
、
現
状
で
は
な
か
な
か
難
し
い
。
そ
こ
で
決

断
し
た
の
が
、
自
分
た
ち
の
手
で
有
機
野
菜
を
生

産
す
る
と
い
う
、
農
業
事
業
へ
の
参
入
だ
っ
た
。

　

そ
れ
ま
で
有
機
野
菜
や
減
農
薬
野
菜
は
、
オ
ー

ガ
ニ
ッ
ク
野
菜
を
扱
う
専
門
業
者
経
由
で
入
手
し

て
い
た
。
一
般
に
有
機
野
菜
は
手
間
暇
が
か
か
る

分
だ
け
値
段
が
高
い
と
さ
れ
て
い
る
が
、
知
久
の

場
合
、
調
理
す
る
の
で
ジ
ャ
ガ
イ
モ
の
大
小
が
揃

わ
な
く
て
も
、
キ
ュ
ウ
リ
が
多
少
曲
が
っ
て
い
て

も
問
題
な
く
利
用
で
き
た
。
そ
の
た
め
、
値
段

も
そ
れ
ほ
ど
高
く
な
く
、
供
給
が
不
安
定
に
な

る
心
配
も
な
か
っ
た
。
し
か
し
「
無
農
薬
有
機
栽

培
１
０
０
％
」
と
い
う
目
標
を
達
成
す
る
た
め
に

は
、
あ
え
て
畑
違
い
の
農
業
に
取
り
組
む
し
か
な

い
と
判
断
し
た
。

 

「
自
社
農
園
を
始
め
た
の
は
、
安
全
で
安
心
な
野

菜
を
使
い
た
い
と
い
う
理
由
も
大
き
か
っ
た
で
す

が
、
有
機
野
菜
は
な
に
し
ろ
栄
養
価
が
高
く
て

美
味
し
い
こ
と
が
一
番
で
し
た
ね
。
旬
に
こ
だ
わ

り
、
夏
に
ダ
イ
コ
ン
を
作
る
な
ど
の
無
茶
は
し
な

い
で
、
一
番
美
味
し
い
と
こ
ろ
を
お
客
さ
ん
に
食

べ
て
い
た
だ
く
農
業
を
や
っ
て
い
こ
う
と
思
い
ま

し
た
」

　

だ
が
当
時
は
、
一
般
企
業
の
農
業
へ
の
参
入
は

か
な
り
ハ
ー
ド
ル
が
高
か
っ
た
。
そ
こ
で
活
用
し

た
の
が
「
構
造
改
革
特
別
区
域
」
の
農
業
部
門

で
あ
る
「
農
業
特
区
」
だ
っ
た
。
浜
松
市
に
「
農

業
特
区
」
の
申
請
を
行
な
い
、
２
０
０
５
年
、「
元

気
な
は
ま
ま
つ
農
業
特
区
」の
第
１
号
と
な
っ
た
。

休
耕
地
を
２
ヘ
ク
タ
ー
ル
借
り
う
け
、
社
内
に
農

業
部
門
を
立
ち
上
げ
た
。

 

「
最
初
の
５
年
間
は
苦
し
か
っ
た
で
す
ね
。
素
人

が
農
業
を
始
め
て
い
る
の
に
、
さ
ら
に
難
し
い
有

機
農
業
か
ら
入
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
か
ら
。
３
年

間
農
薬
や
化
学
肥
料
を
使
わ
な
い
畑
が
条
件
な
の

で
、
ま
ず
土
作
り
か
ら
始
め
ま
し
た
。
最
初
の
こ

ろ
は
食
材
の
１
～
２
％
く
ら
い
し
か
ま
か
な
え
な

く
て
心
配
し
た
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
が
、
安
全
・

安
心
へ
の
意
志
は
揺
る
ぎ
ま
せ
ん
で
し
た
」

　

農
業
経
験
の
な
い
社
員
３
名
で
始
め
た
農
業
部

門
の
陣
容
は
、
現
在
、
７
名
の
社
員
と
パ
ー
ト
社

員
６
名
と
な
り
、
畑
も
14
ヘ
ク
タ
ー
ル
に
拡
大
し

た
。
休
耕
地
を
借
り
て
の
耕
作
な
の
で
、
畑
は
本

社
工
場
の
周
辺
８
カ
所
に
散
ら
ば
っ
て
い
る
。
作

物
の
種
類
も
格
段
に
多
く
な
っ
た
。
そ
し
て
、
農

業
経
営
の
収
穫
は
野
菜
だ
け
で
は
な
か
っ
た
。

 

「
農
業
経
営
で
も
一
番
大
切
な
の
は
、
や
は
り
人

材
な
ん
で
す
。
農
業
に
高
い
志
を
持
っ
た
人
た
ち

に
入
社
し
て
も
ら
い
、
研
修
に
出
し
、
社
内
に

フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
し
て
も
ら
う
。
そ
う
し
て
一
人
、

二
人
と
人
材
を
育
て
て
い
き
ま
し
た
。
人
材
が

育
っ
て
き
た
の
が
大
き
い
で
す
ね
。
ま
た
、
農
業

を
行
な
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
、
入
社
希
望
者

も
増
え
ま
し
た
。

　

こ
こ
２
、３
年
で
、
収
穫
も
安
定
し
、
品
質
も

よ
く
な
り
、
農
地
も
増
え
た
こ
と
で
農
業
事
業
も

軌
道
に
乗
り
始
め
て
い
ま
す
。
昨
年
度
の
生
産
高

は
、
購
買
額
に
換
算
す
る
と
４
５
２
０
万
円
ま
で

に
上
が
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
野
菜
食
材
費
の
12

～
13
％
に
当
た
り
ま
す
。
今
年
は
農
地
の
回
転
率

を
上
げ
て
収
穫
を
増
や
し
、
農
業
部
門
を
黒
字
に

持
っ
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
」

　

た
だ
し
、
有
機
野
菜
使
用
だ
か
ら
と
い
っ
て
、

高
い
値
付
け
を
す
る
つ
も
り
は
な
い
と
い
う
。
そ

れ
は
、
安
全
・
安
心
で
質
の
高
い
商
品
を
、
毎
日

利
用
し
て
も
ら
え
る
価
格
で
提
供
し
た
い
と
い
う

思
い
が
あ
る
か
ら
だ
。
そ
の
思
い
は
「
知
久
屋
の

惣
菜
な
ら
安
心
し
て
食
べ
ら
れ
る
」
と
足
繁
く
通

う
顧
客
の
心
に
、
た
し
か
に
届
い
て
い
る
。

安
全
・
安
心
の

理
想
の
食
材
を
求
め
て

農
業
事
業
に
参
入

食
材
の
う
ま
さ
と
安
心
が

客
を
惹
き
つ
け
る
惣
菜
屋

１
０
０
％
有
機
野
菜
を
目
指
す
な
ら

自
分
た
ち
で
作
る
し
か
な
い

農
業
経
営
の
収
穫
は

美
味
し
い
野
菜
と
人
材

通販で全国に販売する低温殺菌の惣菜真空パック

惣菜は工場で調理されるが、熱々が美味しいコロッケなどは
店舗のキッチンで揚げる

厳選された食材で作られた惣菜は 100グラム１５8 円〜188 円

ハウス担当チームの若手二人。
右は農業部門を統括する小澤勇夫総務課長

今年は 90トンの収穫を目指すジャガイモ

露地担当チームによるダイコンの収穫

株
式
会
社

知
久

ち

く
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今月のニュース

「木のまち整備促進事業」の後継事業  平成２４年度「木造建築技術先導事業」の募集開始

累計100万件を突破した住宅用太陽光発電システム

　

国
土
交
通
省
は
、
先
導
的
な
設

計
や
施
工
技
術
が
導
入
さ
れ
る
大

規
模
木
造
建
築
物
の
建
設
に
対
し
、

そ
の
費
用
の
一
部
を
補
助
す
る
「
木

造
建
築
技
術
先
導
事
業
」
の
募
集

を
開
始
し
た
。
こ
れ
は
、
木
造
建

築
物
な
ど
の
技
術
進
展
と
と
も
に
、

普
及
・
啓
蒙
を
目
的
と
し
た
も
の

だ
。
２
０
１
０
年
度
、
２
０
１
１

年
度
に
実
施
さ
れ
た
「
木
の
ま
ち

整
備
促
進
事
業
」
の
後
継
事
業
と

な
る
。

●
補
助
の
対
象

　

次
の
①
ま
た
は
②
の
い
ず
れ
か

で
、
建
築
物
に
お
け
る
木
造
化
・
木

質
化
の
推
進
に
向
け
た
モ
デ
ル
性
、

先
導
性
が
高
い
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し

て
選
定
さ
れ
た
も
の
。

①
建
築
物
の
木
造
化

②
建
築
物
の
内
装
・
外
装
の
木
質
化

●
事
業
の
要
件

　

次
の
①
か
ら
⑥
ま
で
の
す
べ
て
の

要
件
に
該
当
す
る
こ
と
が
必
要
。

①
構
造
・
防
火
面
で
先
導
性
に
優
れ

た
設
計
、
ま
た
は
施
工
技
術
が
導

　

太
陽
光
発
電
協
会
（
Ｊ
Ｐ
Ｅ
Ａ
）

の
集
計
に
よ
る
と
、
２
０
１
２
年

４
月
末
ま
で
の
、
国
内
に
お
け
る

住
宅
用
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
の

累
計
設
置
件
数
が
、
１
０
０
万
件

を
突
破
し
た
。
こ
れ
は
、
補
助
金

の
交
付
決
定
な
ど
の
内
容
で
集
計

し
た
も
の
。

　

国
に
よ
る
住
宅
へ
の
太
陽
光
発

電
シ
ス
テ
ム
の
普
及
施
策
が
始
ま
っ

た
の
は
、
１
９
９
４
年
か
ら
。
補
助

金
は
１
９
９
４
年
度
～
２
０
０
５

年
度
（
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
財
団
）、

２
０
０
８
年
度
～

現
在
（
太
陽
光
発

電
普
及
拡
大
セ
ン

タ
ー
）
と
、途
中
、

補
助
金
が
な
い
時

期
は
あ
っ
た
が
、

ほ
ぼ
継
続
的
に
交

付
さ
れ
た
。
こ
の

補
助
金
に
よ
る
導

入
支
援
策
は
、
太

陽
光
発
電
の
普
及

に
大
き
な
役
割
を

果
た
し
た
と
い
え

る
。 

　

ま
た
１
９
９
２

年
に
は
、
余
剰
電

力
が
生
じ
た
時
に

「
売
電
」
し
、
夜
間

な
ど
発
電
で
き
な

い
時
に「
買
電
」す

る「
逆
潮
流
あ
り

系
統
連
系
」が
実

入
さ
れ
る
事
業
計
画

②
使
用
す
る
材
料
や
工
法
の
工
夫
に

よ
り
整
備
コ
ス
ト
を
低
減
さ
せ
る

な
ど
の
、
木
材
利
用
に
関
す
る
生

産
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て
先
導
性
を

有
す
る
計
画

③
構
造
材
ま
た
は
内
外
装
材
に
木
材

を
一
定
以
上
使
用
す
る
も
の

④
建
築
基
準
法
令
上
、
構
造
・
防
火

面
の
特
段
の
措
置
を
必
要
と
す
る

一
定
の
規
模
以
上
の
も
の

⑤
木
造
化
・
木
質
化
に
関
し
、
多
数

の
利
用
者
な
ど
へ
の
普
及
啓
発
を

積
極
的
に
行
な
う
と
し
て
い
る
こ

と
。
ま
た
は
木
造
化
・
木
質
化
に

関
す
る
設
計
・
施
工
の
技
術
・
ノ

ウ
ハ
ウ
を
積
極
的
に
公
開
す
る
こ

と
⑥
２
０
１
２
年
度
に
事
業
に
着
手
す

る
も
の

●
公
募
期
間

　

２
０
１
２
年
５
月
18
日
～
６
月
22

日
ま
で
。

　
な
お
、募
集
要
項
な
ど
詳
細
は「
平

成
24
年
度
木
造
建
築
技
術
先
導
事
業

評
価･

実
施
支
援
室｣

の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
（http://w

w
w

.sendo-shien.
jp/24/

）に
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

現
し
、
電
力
会
社
に
よ
る
余
剰
電

力
の
買
い
取
り
が
実
施
さ
れ
、
こ

の
導
入
支
援
策
も
普
及
を
後
押
し

し
た
。
２
０
０
９
年
に
導
入
さ
れ

た
新
た
な
余
剰
電
力
買
取
制
度
で

は
、
買
取
価
格
が
一
般
家
庭
の
電

気
料
金
の
ほ
ぼ
倍
額
と
な
り
、
補

助
金
制
度
と
合
わ
せ
て
、
太
陽
光

発
電
の
住
宅
へ
の
設
置
意
欲
を
高

め
た
。
今
年
７
月
１
日
か
ら
始
ま

る
「
固
定
価
格
買
取
制
度
」
に
よ
っ

て
、
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
の
導

入
は
さ
ら
に
進
む
と
期
待
さ
れ
る
。 

　　　　　　　　　 今年は天体ショーが盛り沢山。空のことにはトンと疎いの
ですが、それでも金環日食、部分月食、金星の太陽面通過と続くと、気になります。
地域やお天気によっては見られなかったりもしますが、それはそれで「やっぱり日本 
列島は長いんだなぁ」と納得。あとからテレビやネットで画像を見ても十分楽しめ
ました。8 月にも金星と月の天体ショーが見られるとか。ゴールドラッシュですね。
さて。今月号では読者アンケートを実施しています。ぜひご意見をお聞かせ下さい。
また、今回のアンケートに限らず、ご意見・ご要望などは随時受付けております。
左記アドレスまで、いつでもお気軽にどうぞ。（S）

┃編┃集┃後┃記┃

広告掲載・製品紹介のご相談、誌面に対するご意見、ご感想は
建材マンスリー編集室専用アドレスまでお寄せください。

広告募集中！編集室より

住友林業株式会社  木材建材事業本部  事業開発部（片岡・齋藤）
kenzai-monthly@sfc.co.jp

業界ニュース

業界ニュース

２０１２年度募集の主な流れ
提案申請書受付
［５月１８日～６月２２日］1

提案プロジェクトの書類審査、ヒア
リング審査［６月下旬～７月中旬頃］2

採択プロジェクトの通知
［８月下旬頃］3

補助金交付申請
［８月下旬～９月中旬頃］4

補助金交付決定
［９月中旬頃］5

事業の実施（採択通知日＝採択結果通知
書に記載された日付以降の事業の着手可）6

実績報告
［2013年３月２９日締め切り］7

補助金の額の確定8

120万

100

単年度 累計

万

80万

60万

40万

20万

0

199
4年
度

199
6年
度

199
8年
度

200
0年
度

200
2年
度

200
4年
度

200
6年
度

200
8年
度

201
0年
度

201
2年
度

（4
月末
まで
）

（件）

太陽光発電システム普及の推移

（出典：太陽光発電協会）
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4,394

0
3,725

35,612

30,985

850
20,500

9,550
44
41

1,266
65,662

22,462
22,798

360
21,308
11,254

9,967

57,565

9,363

1,088
4,693

36
3,546

35,565

31,363

253
20,395
10,629

58
28

905
65,079

21,687
24,256

228
19,813
10,167

9,594

57,476

8,508

883
4,649

0
2,976

35,117

30,867

388
18,593
11,792

66
28

73,647新　  設　   住　  宅　   計 7,050 10.6 6,890 10.3 66,597 66,928 65,984

建 築 主 別

利用関係別

資 金 別

構 造 別

４月
対前月比

（戸） （%）
対前年同月比

（戸） （%）
3月 2月 １月

25,221

7,928

9,402

24,206
22,582

8,097

7,309

25,738 26,886

8,549

10,706

26,546

31,938

12,610

10,352

28,498 29,921

10,287

11,791

29,987

23,049

9,786

7,847

23,524 22,441 27,411

7,942

10,492

26,790
26,450

11,281
8,152

23,186 24,131

7,516

10,864

23,473

23,050

9,578

7,951

26,349

23,481

11,616

8,266

23,234

27,604

12,934

7,678

25,431

8,108
11,078

25,646

４月
2011年 2012年

５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月 １月 ２月 ３月 ４月

810
825

836

961
939

749
781

824

783

822

917
848

896

2012年
４月
2011年

５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月 １月 ２月 ３月 ４月

9,130

7,281

10,106

6,891

11,811

8,809

14,980

11,399

12,669

9,942

8,520

6,707

10,343

7,728

10,373

8,767

11,096

9,285

11,113

7,438 6,723

４月
2011年 2012年

５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月 １月 ２月 ３月 ４月４月
2011年 2012年

５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月 １月 ２月 ３月 ４月

9,578

7,710

8,497

7,876

9,410

利用関係別戸数 構造別 木造戸数

2×4、プレハブ
新設住宅戸数

季節調整済年率換算（全国）都市圏別
新設住宅着工戸数

近畿圏
その他

中部圏
首都圏

プレハブ
2×4

総数
貸家

分譲マンション 前年同月比持家
分譲戸建
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千戸

1,050

1,000

950

900

850

800

750

700

650

600

千戸

30.0

20.0

10.0

0

-10.0

-20.0

-30.0

％

利用…50 の位置注意

建材マンスリー 資料室
△は減2012年４月の新設住宅着工

（出典：国土交通省ホームページ　http://www.mlit.go.jp/statistics/details/jutaku_list.html）

「木のまち整備促進事業」の後継事業  平成２４年度「木造建築技術先導事業」の募集開始

11 June 2012



June 
2012 
N

o.560
K

en
zai M

on
th

ly
6

昭
和

39
年

10
月

創
刊

　
第

48
巻

　
平

成
24

年
6

月
1

日
発

行
（

毎
月

1
日

発
行

）
通

巻
560

号
発

行
人

／
上

山
英

之
　

発
行

所
／

建
材

マ
ン

ス
リ

ー
編

集
室

　
〒

100−8270　
東

京
都

千
代

田
区

大
手

町
1

−3
−2（

経
団

連
会

館
）   電

話
 03

−3214
−3280

住
友

林
業

株
式

会
社

　
木

材
建

材
事

業
本

部
　

事
業

開
発

部


